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２０１６年３月１５日

㈱ジェイアール東日本企画

デジタルサイネージの取り組み
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はじめに：交通広告とは？

2Page2



Copyright （C） 2016   jeki All Rights Reserved. 

中づりまど上

ステッカー
ドアステッカー

車体広告

トレインチャンネル

■車両メディア

ドア横新Ｂ

アドストラップ

■交通広告のメディアユニット

Page3



Copyright （C） 2016   jeki All Rights Reserved. 

■車両メディア

■中吊り

○２～７日間の短期掲出

○線群セット販売

■窓上

○４日～２週間～６ケ月の弾力的販売

■ステッカー（ドアガラス・戸袋等）

○１ヵ月単位の販売

■ＡＤトレイン（車両メディアジャック）

○半月単位で販売

○各線区にて商品設定

■車体広告

○2001年より山手線にて販売開始

○その後、京浜・中央・埼京・京葉・武蔵野等、各線で商品化
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■交通広告のメディアユニット

Photo/jekiホームページより
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駅ポスター

アドピラー

フロア広告

自動改札ステッカー

ラッピング店舗

Ｊ・ＡＤビジョン

サインボード

■交通広告のメディアユニット
■駅メディア
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■駅メディア

■サインボード
○駅構内・線路脇等に長期掲出（年間契約）

○内照式／外照式（ＬＥＤ光源に移行）

○サイズはスペースに合わせて任意に設定

■ポスター

○１週間単位の掲出

○Ｂ１／Ｂ０サイズ（紙ポスター）が主流

○連貼り（4枚～20枚）でセット販売

■スポットメディア

○常設スペース以外に短期掲出

○サイズ・形状は任意（シート貼り等）

○イベント・フロアシート・自動改札広告等
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■交通広告のメディアユニット

Photo/jekiホームページより



Copyright （C） 2016   jeki All Rights Reserved. 

■交通広告の特性とニーズ
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広告媒体のデジタル化を推進

■交通広告の強み
１）効果的リージョナルメディア・・・・・・・任意のエリアで展開できる
２）首都圏を広くカバーするメディア・・・高いリーチを獲得
３）反復接触性・・・・・・・・・・・・・・・・・生活者動線にそって繰り返し露出
４）ロケーションによるターゲティング・・・ 移動者・生活者をセグメント
５）リーセンシー効果・・・・・・・・・・・・・・買い物行動の直前で接触

■交通広告に求められるニーズ
１）時間帯・エリア別の広告表現

ｆｅ．朝・・・コーヒー、昼・・・健康飲料、夜・・・アルコール飲料
ｆｅ．特定のエリア、駅だけに掲出したい

２）インタラクティブ性
ユーザーの必要な時に必要な情報を提供できる

３）他メディアとの連動
ＷＥＢやマス媒体との連動の実現
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交通広告の現況
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■媒体別広告費の推移

○「新聞」「ラジオ」は1997年、「テレビ」は2001年、「雑誌」は2005年、「交通広告」は
2007年がピーク。（※テレビは衛星メディア関連を含む）

ピーク

ピークピーク

ピーク

ピーク

出典：電通「日本の広告費」

■交通広告の現況
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■媒体別広告費の構成比
○「テレビ」「インターネット」「新聞」に次いでＯＯＨ(交通+屋外広告）は8.5％。

◆２０１４年 媒体別広告費

テレビ
29.8%

新聞
9.8%

雑誌
4.1%

ラジオ
2.1%

インターネット
17.1%

衛星メディア
2.0%

交通
3.3%

屋外
5.2%

折込
8.0%

その他
18.6%

OOHメディア
8.5%

日本の総広告費
６兆１，５２２億円

広告費（億円） 前年比

18,347 102.4%

6,057 98.2%

2,500 100.0%

1,272 102.3%

10,519 112.1%

1,217 109.6%

2,054 102.5%

3,171 103.3%

4,920 96.4%

11,465 101.7%

61,522 102.9%合計

インターネット

衛星メディア

交通

屋外

折込

その他

媒体種別

テレビ

新聞

雑誌

ラジオ

日本国内に投下された年間（１～１２月）の広告費

交通広告の掲出料

新聞 全国日刊紙、業界紙の広告料及び新聞広告制作費

雑誌 全国月刊誌、週刊誌、専門誌の広告料及び雑誌広告制作費

ラジオ
全国民間放送の電波料及び番組制作費とラジオＣＭ製作費　　　　　　[注、
事業費は含まない]

テレビ
全国民間放送の電波料及び番組制作費とテレビＣＭ製作費　　　　　　[注、
事業費は含まない]

種別

交通

マ
ス
媒
体

出典：電通「２０１４年 日本の広告費」

■交通広告の現況
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■ユニットシェア
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■２０１４年度実績 ４２，４３３百万円
駅ポスター

ＳＰメディア

サインボード

デジタルサイネージ

駅メディア

車両メディア
中づり

ドア横ステッカー

21.7%

16.8%

15.7%
9.2%4.6%

4.8%

27.2%

トレインチャンネル

車体広告等

中距離

まど上
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■媒体社の役割

広告代理店

販 売
○料金設定
○商品設定
○販売計画
○空き枠管理

開 発
○仕様決定
○収支想定
○設備投資
○保守

管 理
○掲出撤去
○内容審査
○収支管理

ロケーションオーナー

媒体社
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■媒体設置プランの留意点

１）ユニット毎の適正面数の検証・・・・・○駅の特性＋広告主の想定

○掲出期間の想定（長期or短期）

２）適正なサイズ・仕様の決定・・・・・・・○販売価格の値ごろ感

３）投資の適正化・・・・・・・・・・・・・・・・○施工費のコストダウン

○耐用年数内の償却想定

４）ローコストオペレーション・・・・・・・・・・○意匠交換・保守のし易さ

○メンテナンスフリー化

■媒体開発のポイント
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デジタルサイネージの現状
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■デジタルサイネージの用途とロケーション

Page15

用途（ビジネスモデル）

広告 販売促進 インフォメーション 環境演出

■デジタルサイネージの現状

ロケーション

交通機関
（駅・電車・空港・タクシーetc.）

商業施設
（ショッピングモール・スーパーマーケット・

・コンビニetc.）

公共機関
（官公庁・美術館・学校etc.）

その他
（店舗・病院・教習所・
飲料自販機等）

屋外（ビル外壁etc.） オフィス
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○いくつかの調査機関が何れもサイネージ市場の将来的な拡大を予測
○２０２０年のオリンピック・パラリンピックに向けて一層の加速が見込まれている

■デジタルサイネージの市場規模

■デジタルサイネージの現状
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出典：富士キメラ総研 ／ 「デジタルサイネージ市場総調査 2015」 （2015/10/19発表）より

■2020年市場予測（2014年比）
■デジタルサイネージの国内市場 ２，７１７億円（２．６倍）

インバウンド対応や２０２０年のスポーツイベントによる需要増加とクラウド型配信サービスの普及により拡大

■デジタルサイネージ広告 １，５００億円（４．７倍）

交通広告やインストアメディア他が大幅増
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デジタルサイネージの展開事例
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広告制作会社

広告会社

クライアント

配信サーバ

広告依頼
スケジュール・
コンテンツ

駅ナカ サイネージ

列車内 サイネージ

無線伝送

作成依頼

コンテンツホルダー

店舗・駅ビル等 サイネージ

jeki

スケジュール&
コンテンツ配信

ネットワーク網

■デジタルサイネージの展開事例

■ネットワークイメージ（広告モデル）
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■デジタルサイネージの展開事例

山手線 トレインチャンネル 中央線 トレインチャンネル 京浜東北線 トレインチャンネル

Page19

Ｎ’ＥＸ トレインチャンネル

京葉線 トレインチャンネル

■トレインチャンネル
（山手線・中央線・京浜東北線・成田エクスプレス・京葉線・埼京線・横浜線・南武線・常磐線各駅停車）

横浜線 トレインチャンネル埼京線 トレインチャンネル

南武線 トレインチャンネル 常磐線各駅停車 トレインチャンネル

約3,200両 26,900面（2016年3月現在）
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2,561
4,087

6,382

6,386

6,936

8,498
8,792

82

376
726

1,164

1,687

2,651

3,680 3,940

4,884

5,267

6,369

6,922 7,165

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

山手線導入完了

中央線導入

京浜東北線導入

成田EX導入

京葉線導入

埼京線導入

横浜線導入

年度

売
上

（百万円）

媒
体
接
触
可
能
人
数

※媒体接触可能人数：2005年度以降各線区導入完了時点、「10,000人調査」延人数ベース（jeki）

売上

■トレインチャンネルの面数
○ ２００２年～ 山手線 ５２編成×８８面 ⇒ ４，５７６面
○ ２００６年～ 中央線 ６８編成×８０面 ⇒ ５，５０４面 （各編成パターン計）

○ ２００７年～ 京浜東北・根岸線 ８３編成×８０面 ⇒ ６，６４０面
○ ２００９年～ 成田ｴｸｽﾌﾟﾚｽ ２２編成×３２面 ⇒ ７０４面
○ ２０１０年～ 京葉線 ２４編成×８０面 ⇒ １，９２０面
○ ２０１３年～ 埼京線 ３１編成×８０面 ⇒ ２，４８０面 （2014年１月導入完了）

○ ２０１４年～ 横浜線 ２８編成×６４面 ⇒ １，７９２面 （2014年8月導入完了）

○ 〃 南武線 ３５編成×４８面 ⇒ １，６８０面 (2015年12月導入完了）

■デジタルサイネージの展開事例

■トレインチャンネルの売上推移 （千人／日）
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■Ｊ・ＡＤビジョンのネットワーク展開

■デジタルサイネージの展開事例
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■レイアウト ：コンコース等、お客さまの流動ポイントに複数面を展開
■販売方法：駅特性により、週単位・月単位で販売（動画・静止画に対応）

五反田駅 ６５インチ（２面）

渋谷駅 ６５インチ（８面）

東京駅京葉通路 ６５インチ（１０面）

横浜駅中央通路 ５２インチ（５面）

秋葉原駅電気街口
６５インチ（８面）

東京駅中央通路 ７０インチ（１４面）

秋葉原

横浜駅南口 ６５インチ（１６面）

新橋

新橋駅 ６５インチ（１０面）

秋葉原駅中央口
６５インチ（７面）

５７駅４４２面
２０１６年２月現在
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2010.3.29 産経ニュース

2010.3.29 asahi.com

■デジタルサイネージの展開事例

品川駅自由通路 ７０インチ（４４面）
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41 128

739
680

1,054

1,472
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697 

2,974 

4,110 
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4,000
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1,200

1,400

1,600

1,800

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

（百万円）
（千人／日）

年度

売
上

媒
体
接
触
可
能
人
数

年度 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014
面数 23面 152面 225面 235面 270面 326面 343面

※媒体接触可能人数：各年度末時点、「10,000人調査」延人数ベース（jeki）

売上

人数

■デジタルサイネージの展開事例

■Ｊ・ＡＤビジョン 売上・面数の推移（首都圏エリア）
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媒体管理システム
（空き枠管理・申込み）

入稿支援システム（ａｄｍｉｎｅ）
（データチェック・編成指示受付）

統合配信システム（配信データ作成）

駅系配信 車両系配信

Ａ社配信システム Ｂ社配信システム Ｘ社配信システム Ｙ社配信システム

コンテンツプロバイダ
（ニュース・天気予報・指数情報等）

広告会社

駅系サイネージ 車両系サイネージ

リアルタイムコンテンツ配信システム
（wendy／データ生成・加工）

■デジタルサイネージの展開事例

■ｊｅｋｉの広告配信システム
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デジタルサイネージのトピックス
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■東京駅のデジタルサイネージ

■丸の内駅舎サイネージ ２０１２年１０月～

Page26

総武階段サイネージ・２８４インチ
（7月～）

南北通路J・ADビジョン・６５インチ
（10月～）

MARU－VISION 丸の内南北ドームビジョン・５５インチ×９面

（１０月～）

TOKYO

MARU－VISION

総武階段
サイネージ

南北通路
J・ADビジョン

南北通路
J・ADビジョン

TOKYO

MARU－VISION
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■縦向きの「Ｊ・ＡＤビジョン」と横向きの「Ｊ－Ｓｐｏｔビジョン」
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■ローカルエリアにおけるサイネージの展開

新潟駅 ５２インチ

名取駅 ４７インチ

海浜幕張駅 ７０インチ

○Ｊ・ＡＤビジョン

盛岡駅 ７０インチ

○ＪーＳｐｏｔビジョン

仙台駅 ７０インチ
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○2014年4月～ 広告会社「ケシオン」と共同で複数店舗に５３面設置。

■AEON マレーシアショッピングセンターにおける展開

Page28

■海外におけるサイネージ展開

Selangor

Perak Ipoh

Melaka

Johor Bahru

2016年3月末（予定）
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○広告媒体をデジタルサイネージ化し、より付加価値の高い情報を提供

■２０１５年１１月３０日～ 山手線で営業運転を開始
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■Ｅ２３５系量産先行車

■キーワード：「お客さま、社会とコミュニケーションする車両」

まど上チャンネル／２１．５インチ
サイドチャンネル／２１．５インチ

トレインチャンネル／１７インチ
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新素材の実験展開と検証
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■電子ペーパーディスプレイ実証実験（東京駅） ２００５

■実験概要

○期間：２００５年１２月１日～１４日

○場所：東京駅地下１Ｆ「動輪の広場」中央

○協力：㈱日立製作所

■新素材の実験展開と検証
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■デジタルサインボード実証実験（池袋駅） ２００６

実験概況

○期間：２００６年８月２１日～１２月３１日

○場所：池袋駅１番線線路脇

○協力：三菱電機㈱

■新素材の実験展開と検証

Page32



Copyright （C） 2016   jeki All Rights Reserved. 

■デジタルサインボード実証実験（池袋駅） ２００６

｢デジタルサインボード｣好意度

好意度 74.8％

39.8 19.435.0 4.9

1.0

0 20 40 60 80 100

全　体

(N=103)

好感が持てる やや好感が持てる
どちらともいえない やや好感が持てない
好感が持てない

（％）

(N=103)

(%)

69.9

   88.3

43.7

18.4

26.2

69.9

0 20 40 60 80 100

｢斬新である｣　

という点　

｢つい見てしまう｣

という点

映像媒体の方 どちらかというと映像媒体の方

サインボードと比較したデジタルサインボード

ＤＳＢの優位性 69.9%

32.0 11.7 3.9052.4

0 20 40 60 80 100

全　体
(N=103)

良いと思う まあ良いと思う

どちらともいえない あまり良いとは思わない

良いとは思わない

（％）

｢デジタルサインボード｣受容度

受容度 ８４．５％
実証実験における評価（抜粋）

モニターによるアンケート（n=１０３）

■新素材の実験展開と検証
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■恵比寿駅自動改札 有機ＥＬディスプレイ実証実験 ２００９

実験概況
○期間： ２００９年５月１８日～３１日（２週間）
○場所： 恵比寿駅東口自動改札の２通路
○協力： ジェイアール東日本メカトロニクス㈱、ＪＲ東日本

■新素材の実験展開と検証
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実証実験における評価（抜粋）

アンケートによる個別面接（n=１４４）

■恵比寿駅自動改札 有機ＥＬディスプレイ実証実験 ２００９

■新素材の実験展開と検証
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22.2

6.8

8.3

10.5

4.2

17.3

34.7

0 10 20 30 40 50

有機ＥＬ

(N=144)

電子ペーパー

(N=133)

細かい字まで見た 写真・絵・大文字だけ見た 見たような気がする

（％）

■媒体注目率

■自動改札ステッカーとの比較
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実証実験における評価（抜粋）

広告会社担当者アンケート（n=３０）

■恵比寿駅自動改札 有機ＥＬディスプレイ実証実験 ２００９

■新素材の実験展開と検証
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■画面の見やすさ

■画面の明るさ
ある
39%

ややある
39%

どちらとも

いえない
11%

あまりない
7%

ない
4%

■将来的な利用価値

■広告会社の意見
・今まで自動改札ステッカーを検討してこなかったクライアン
ト
にも提案できる

・時間帯で素材を変えられる点は、需要があると思う
・以前の実験に比べれば、非常に明るく、色の再現性も高
いので、媒体化の価値はあると思う

・見ている時間が短いので、画面を大きくしたり、音を出すこ
とでより効果が出ると思う

・大きさが不足しているように思う。音と連動するとリーチ率
アップにつながると感じた

・自動改札機では、もう少しサイズを大きく、また、掲出位
置の変更が必要
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■東京駅 プラズマチューブアレイ実証実験 ２００９

実験概況

○期間：２００９年９月２日～４日（３日間）

○場所：東京駅総武地下

○協力：篠田プラズマ㈱、 ＪＲ東日本、

富士通㈱、富士通フロンテック㈱

■新素材の実験展開と検証
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■東京駅 プラズマチューブアレイ実証実験 ２００９

■新素材の実験展開と検証

Page38

■広告会社の意見
・商品・タレント・表現に重きを置く
広告主にとっては使用するのに難
しさを感じる。

・画面サイズ、曲面表示、スリムさ等
いろいろな点で今後に可能性を感
じる。ただ画質（発色）的には今一
歩の改善が必要。

・曲げることよりも、画質がクライアン
トの満足レベルに達していない。

・湾曲している媒体が有効なツール
なのか疑問。

・実用化に向けて改良が必要。
■報道関係の意見
・むしろコンテンツの工夫が必要。
・画質の精度をもう少し上げていただ
けるとよい。

・ちらつきが目立つ。
・金額的にまだ実用段階ではない
が、このような先進的な取り組みは
評価できる。
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■恵比寿駅 線路脇「大型ＬＥＤビジョン」実証実験 ２０１２
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○ ２０１２年６月１５日～ 三菱電機㈱と共同で実験開始
○ 屋外型大型映像装置として国内最高精細のスクリーン（三菱電機調べ）
○ 仕様・・・１７５インチ・高輝度ＬＥＤ、ドットピッチ 6.7mm、輝度3,000cd／㎡

防塵防滴を備えた屋外仕様

2012.6.15報道公開実施

■新素材の実験展開と検証

２０１４年４月から商品化
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■恵比寿駅 線路脇「大型ＬＥＤビジョン」実証実験 ２０１２
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■新素材の実験展開と検証

実証実験における評価（抜粋）

インターネット調査（n=５８３）

■「大型ＬＥＤビジョン」媒体視認率

Ｎ 視認率
確かに
見た

見たような
気がする

583 68.8         26.6         42.2         
287 70.7         26.8         43.9         
296 66.9         26.4         40.5         

１５～１９才 39 71.8         20.5         51.3         
２０～３４才 93 77.4         31.2         46.2         
３５～４９才 93 68.8         29.0         39.8         
５０～５９才 62 62.9         21.0         41.9         
１５～１９才 48 64.6         22.9         41.7         
２０～３４才 95 67.4         33.7         33.7         
３５～４９才 91 65.9         19.8         46.2         
５０～５９才 62 69.4         27.4         41.9         

見る 485 73.6         29.9         43.7         
見ない 98 44.9         10.2         34.7         

(%)

普段看板
視認状況

全　体
性
別

男性
女性

性
×
年
齢

男
性

女
性

26.6 42.2 68.8 

0 20 40 60 80

全 体

(N=583)

(%)

確かに見た 見たような気がする

■「大型ＬＥＤビジョン」展開受容度

Ｎ
良いと
思う

やや
良いと
思う

どちらとも
いえない

あまり
良いとは
思わない

良いとは
思わない

良い
計

良くない
計

401 24.2           45.6           24.9           4.2             1.0             69.8           5.2             
203 24.1           47.3           23.2           3.9             1.5             71.4           5.4             
198 24.2           43.9           26.8           4.5             0.5             68.2           5.1             

１５～１９才 28 10.7           39.3           35.7           7.1             7.1             50.0           14.3           
２０～３４才 72 27.8           45.8           23.6           2.8             -             73.6           2.8             
３５～４９才 64 26.6           43.8           21.9           6.3             1.6             70.3           7.8             
５０～５９才 39 23.1           61.5           15.4           -             -             84.6           -             
１５～１９才 31 6.5             67.7           25.8           -             -             74.2           -             
２０～３４才 64 26.6           43.8           25.0           4.7             -             70.3           4.7             
３５～４９才 60 26.7           35.0           30.0           6.7             1.7             61.7           8.3             
５０～５９才 43 30.2           39.5           25.6           4.7             -             69.8           4.7             
見る 357 26.9           46.5           21.3           4.2             1.1             73.4           5.3             
見ない 44 2.3             38.6           54.5           4.5             -             40.9           4.5             

(%)

普段看板
視認状況

全　体
性
別

男性
女性

性
×
年
齢

男
性

女
性

24.2 45.6 24.9 4.2
1.0

0 20 40 60 80 100

全 体

(N=401)

(%)

良いと思う やや良いと思う どちらともいえない あまり良いとは思わない 良いとは思わない

1. 電気代がかかる・エコでない (N=10）
2. 邪魔になる (N=4）
3. 景観がよくない (N=2）
4. 見づらい (N=2）
5. その他 (N=8）

　＜非受容理由＞N＝21
良い 69.8％

■「大型ＬＥＤビジョン」視認時間

平均（秒）

26.9

Ｎ
15秒
未満

15～
30秒
未満

30～
45秒
未満

45～
60秒
未満

60～
90秒
未満

90～
120秒
未満

120～
180秒
未満

180秒
以上

覚えて
いない

平均
（秒）

401 40.6         24.4         9.2           7.2           2.7           1.7           2.5           0.2           11.2         26.9
203 35.0         26.6         11.8         8.9           2.5           1.5           1.5           0.5           11.8         27.4
198 46.5         22.2         6.6           5.6           3.0           2.0           3.5           -            10.6         26.4

１５～１９才 28 25.0         21.4         3.6           10.7         3.6           3.6           -            -            32.1         29.6
２０～３４才 72 30.6         29.2         9.7           11.1         4.2           2.8           -            -            12.5         27.9
３５～４９才 64 40.6         28.1         14.1         7.8           1.6           -            1.6           1.6           4.7           26.3
５０～５９才 39 41.0         23.1         17.9         5.1           -            -            5.1           -            7.7           27.5
１５～１９才 31 64.5         12.9         6.5           3.2           3.2           3.2           3.2           -            3.2           23.3
２０～３４才 64 42.2         26.6         7.8           9.4           3.1           1.6           3.1           -            6.3           27.4
３５～４９才 60 48.3         21.7         6.7           5.0           3.3           -            6.7           -            8.3           28.5
５０～５９才 43 37.2         23.3         4.7           2.3           2.3           4.7           -            -            25.6         23.7

見る 357 39.5         26.1         10.1         7.8           3.1           1.4           2.8           0.3           9.0           27.7
見ない 44 50.0         11.4         2.3           2.3           -            4.5           -            -            29.5         18.6

(%)

普段看板
視認状況

全　体
性
別

男性
女性

性
×
年
齢

男
性

女
性

40.6 24.4 9.2 7.2 2.7 

1.7 

2.5 

0.2 

11.2 

0 20 40 60 80 100

全 体

(N=401)

(%)

１５秒未満 １５～３０秒未満 ３０～４５秒未満
４５～６０秒未満 ６０～９０秒未満 ９０～１２０秒未満
１２０～１８０秒未満（２～３分未満） １８０秒以上（３分以上） 覚えていない
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■恵比寿駅 線路脇「大型ＬＥＤビジョン」実証実験 ２０１２
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■新素材の実験展開と検証

実証実験における評価（抜粋）

インターネット調査（n=５８３）

■「大型看板」と比較した「大型ＬＥＤビジョン」の評価

大型LEDﾋﾞｼﾞｮﾝ

計

印象に残る 77.1

目立つ 76.8

つい見てしまう 71.8

斬新である 70.6

きれい 69.8

見るのが楽しい 67.8

内容を覚えやすい 54.1

47.4

47.6

44.9

38.2

38.4

36.7

27.9

29.7

29.2

26.9

32.4

31.4

31.2

26.2

14.7

14.0

20.0

25.9

21.4

26.9

30.2

5.0

6.5

5.7

2.5

6.0

4.0

9.7

3.2

2.7

2.5

1.0

2.7

1.2

6.0

0 20 40 60 80 100 (%)

大型ＬＥＤビジョン やや大型ＬＥＤビジョン どちらともいえない やや大型看板（サインボード） 大型看板（サインボード）（N=401）
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まとめ：デジタルサイネージ活用のために

Page42



Copyright （C） 2016   jeki All Rights Reserved. 

車 両

実験等

駅構内

2002 2006

山手
ﾄﾚｲﾝチャンネル

2007 2009

中央
ﾄﾚｲﾝチャンネル

京浜東北
ﾄﾚｲﾝチャンネル

成田ｴｸｽﾌﾟﾚｽ
ﾄﾚｲﾝチャンネル

2010

京葉
ﾄﾚｲﾝチャンネル

新宿・渋谷駅
ｽﾃｰｼｮﾝチャンネル

東京・品川・横浜
デジタルポスター

東京駅
電子ﾍﾟｰﾊﾟｰ

2006 2008

20062005

山手線
電子ﾍﾟｰﾊﾟｰ 池袋

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾝﾎﾞｰﾄﾞ

2008

恵比寿駅
電子ﾍﾟｰﾊﾟｰ

恵比寿駅
有機ＥＬ

2009

2009

秋葉原・東京・品川駅等
J・ADﾋﾞｼﾞｮﾝの拡大

TOPICS WiMAX

ビッグデータ

Suica導入

ﾅﾋﾞﾀｯﾁ
Suicaﾎﾟｽﾀｰ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ
ｻｲﾈｰｼﾞ

WiMAX活用
ﾈｯﾄﾜｰｸ化

ﾈｯﾄﾜｰｸ化
配信運用のシステム化

Ｏ２Ｏ

2010

2012

■デジタルサイネージの開発ロードマップ
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ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの
進化・大型化

東京駅
ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾁｭｰﾌﾞｱﾚｲ

2010

2013

埼京
ﾄﾚｲﾝチャンネル

2012

恵比寿駅
線路脇ビジョン

東京駅丸の内
サイネージ

標準化

2014

横浜
ﾄﾚｲﾝチャンネル

2014

ローカル
サイネージ

他社ネットワーク

他社ネットワーク

東京五輪
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■交通広告におけるデジタルサイネージのキーワード
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■交通メディアとしてのポジション確立

●ネットワーク化・・・・・・・・・・・・・・・・他サイネージとの連携・仕様の標準化
●コンテンツ・表現手法への注力・・・マスメディアとの差別化・指数連動 etc.
●媒体価値測定手法の確立・・・・・トラッキングデータ活用の検討
●新技術の導入・・・・・・・・・・・・・・・４Ｋ、位置情報、ＡＲ etc.
●情報提供の必要性・・・・・・・・・・・災害対応インフラとしての有用性
●web・モバイルとの連携・・・・・・・・・スマホ等を活用したO2Oプロモーション

■配信システムの強化
●統合配信システム

●入稿支援システム（admine）

●リアルタイムコンテンツ配信システム（wendy）

■ローコストオペレーション → 地方エリアでの展開
●コストダウン（イニシャル・ランニング）による短期回収ビジネスモデル創出

●保守・配信業務の一元化・サーバ統合管理・ワークフローのシステム化

●スペックを限定したローカルサイネージ展開 etc.
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■デジタルサイネージ活用のために

１．目的・効果の想定、評価基準の明確化

１）「誰が」、「誰に」、「何を」、伝えるのか？

２）それはサイネージでなければ実現できないことか？

３）どのような成果を期待するのか？

２．情報デザインの必要性

※多くの場合、サイネージ単体ではコミュニケーション不足

１）サイン、ペーパーメディア・WEB・モバイル等、情報ツール全体のデザイン

２）push or pull の使い分け

３．サイネージの得意分野・不得意分野

１）一度に複数の利用者に伝達できる

２）大量の情報伝達には向いていない→モバイルへ誘導

３）対象・用途に合わせて単機能化するほどわかりやすい
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■サイネージ設置のための検討プロセス

ステップ１ 主な用途の設定

ステップ４ 評価基準の設定

ステップ３ その他機能の検討

ステップ２ 目的の設定

広告 販売促進 情報提供

来店客増
キャンペーン告知 広報・災害対応

ブランド訴求
新商品紹介

多言語対応 スマホ連動 インタラクティブ 災害情報

定量的評価 定性的評価 投資回収損益分岐点

×

×

×

■デジタルサイネージ活用のために
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１）サイネージで実現したいことは何か？・・・・・・・・・・・・・目的・成果の想定
２）それはサイネージでなければ実現できないことか？・・・サイネージの必然性

１．ロケーション 設置フォーマット
設置位置 サイズ 面数

２．デバイス・システム
機種選定 配信システム
通信方式 筐体設計

４．オペレーション
配信体制 配信頻度 etc.

５．メンテナンス
保守体制 清掃・点検 etc.

■他デバイスとの連携
■コンテンツのマルチユース

■検討事項

■目的・用途の明確化

３．コンテンツ
入手経路・表現手法

■効果の検証
■収支のトレース

■デジタルサイネージ活用のために
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■デジタルサイネージ活用のために

Page48

用途・目的 ロケーション コンテンツ 要求仕様 追加システム

■情報デザインの中でのサイネージ定義

・
・
・
・
・
・・・
・・・
・・

・
・
・
・
・
・・・
・・・
・・

・
・
・
・
・
・・・
・・・
・・

・
・
・
・
・
・・・
・・・
・・

・
・
・
・
・
・・・
・・・
・・

○用途・目的毎にロケーションを設定し、それに合わせた仕様を検討する。

○WEBやモバイルアプリ、サインや印刷物等と連携したシームレスな情報提供を行う。
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㈱ジェイアール東日本企画
交通媒体本部 デジタルサイネージ推進センター

山本 孝 Yamamoto.Takashi@jeki.co.jp


